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トピックス

小さくてもにぎやかな村

ぽすくまとハイチーズ

人口と世帯（9 月 1 日現在）

人口 486
世帯 280

男
251

女
235

　
人
口
減
少
に
よ
る
担
い

手
不
足
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、
地

域
か
ら
恒
例
行
事
が
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

話
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
ん

な
中
丹
波
山
村
で
は
、
鴨

沢
地
区
で
こ
の
夏
、
40
年

ぶ
り
に
盆
踊
り
が

復
活
。
丹
波
地
区

の
盆
踊
り
で
は
、

昨
年
か
ら
花
火
が

上
が
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
継
続

が
難
し
い
時
代
に

何
か
を
復
活
さ
せ

る
と
い
う
の
は
、

な
か
な
か
で
き
な

い
こ
と
で
、
こ
の

先
も
続
い
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま

す
。

　
ま
た
、
3
0
0

年
以
上
の
歴
史
が

8 月 24 日に行われた日本郵便南関東支社との協定
締結式に合わせ、日本郵便のオリジナルキャラクタ
―・ぽすくまが丹波山村役場を訪れてくれました。
切手の発売に合わせて誕生し、「ゆるキャラグラン
プリ 2016」の企業・その他部門で、第１位に選ば
れているぽすくま。その人気ぶりに少しでもあやか
りたいタバスキーは、すかさず 2 ショットでの写
真撮影をリクエスト。願い続ければ、いつかタバス
キーの切手もできるかも！？

あ
る
伝
統
の
さ
さ
ら
獅
子

舞
や
お
松
引
き
も
、
村
外

か
ら
の
見
物
客
・
参
加
者

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

都
市
住
民
と
の
交
流
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
新
し
く

移
住
し
て
き
た
人
た
ち

と
、
長
く
村
で
暮
ら
す
人
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（１）

東急ホテルズ＆リゾーツ株式会社から木のおもちゃとテーブルを寄贈いただきました。平成 19 年に公益財団法人オイスカの仲介で三者協定を締
結して以来、「東急ホテルズ・グリーンコインの森」の整備を通じた交流を続けていただいています。＝ 9 月 1 日、丹波山村保育所

今月の
 タバスキー村長室から

た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
盛

り
上
が
っ
て
い
る
様
子
を

見
る
と
、「
村
づ
く
り
の

理
想
郷
」だ
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
秋
も
、
舞
茸
祭
、

体
育
祭
と
イ
ベ
ン
ト
が
続

き
ま
す
。
体
育
祭
は
、小・

中
学
校
の
運
動
会
と
合
同

開
催
に
な
り
、
一
生
懸
命

な
子
ど
も
た
ち
と
、
子
ど

も
た
ち
を
応
援
す
る
大
人

た
ち
の
姿
で
、
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
10
月
24

日
（
土
）
に
は
村
で
二
拠

点
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

マ
キ
タ
ス
ポ
ー
ツ
さ
ん

発
案
の
「
N
E
O
無
尽
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
村
に

お
住
ま
い
の
方
は
無
料
で

入
場
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鴨
沢
小
中
学
校
跡
地
を
会
場
に
行
わ
れ
た

盆
踊
り
大
会
＝
７
月
15
日
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カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ

ラ
）
へ
の
対
応
が
令
和
8
年
10
月
か
ら

企
業
等
に
対
し
て
義
務
付
け
ら
れ
る
の

に
合
わ
せ
、「
丹
波
山
村
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

顧
客
等
か
ら
就
業
者
に
対
し
て
行
わ
れ

る
暴
行
、
脅
迫
、
そ
の
他
の
違
法
な
行

為
や
、
正
当
な
理
由
の
な
い
過
度
な
要

求
、
暴
言
、
長
時
間
の
拘
束
等
で
、
社

会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
て

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
行
為
を
指
し
ま

す
。

　
こ
の
条
例
は
、
丹
波
山
村
役
場
で
働

く
職
員
の
ほ
か
、
村
内
の
職
場
で
働
く

就
業
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル

を
定
め
る
こ
と
で
、
丹
波
山
村
に
お
い

て
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
、
事
業
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
促
進

し
ま
す
。

　

次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
11
月
末
を
予
定
）
で

は
、こ
れ
ま
で
に
出
た
「
丹

波
山
村
ら
し
さ
」
や
「
地

域
の
魅
力
」
か
ら
、
村
の

未
来
を
見
据
え
た
取
組
を

整
理
し
て
い
き
ま
す
。「
こ

れ
が
実
現
で
き
そ
う
」「
こ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
」
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を

持
ち
寄
り
、
参
加
者
同
士

で
話
し
合
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
開
催
日
は
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

丹
波
山
村
は
、
山
梨

県
が
今
年
度
か
ら
始
め
た

「『
市
町
村
ら
し
さ
』
発

見
・
発
信
支
援
事
業
」
の

モ
デ
ル
自
治
体
の
一つ
に

選
ば
れ
、
地
域
の
魅
力
を

「
文
化
的
テ
ロ
ワ
ー
ル
」

と
し
て
再
発
見
・
発
信
す

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

や
丹
波
小
学
校
の
児
童
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
地

域
活
性
化
起
業
人
な
ど

村
に
関
わ
る
企
業
関
係
者

の
協
力
の
下
、
7
月
か
ら

計
4
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
。
8
月
31
日

に
は
、
昨
年
10
月
に
山
梨

県
知
事
と
の
意
見
交
換
に

参
加
し
た
芦
澤
小
百
合
さ

カスタマーハラスメント
　　　防止条例を制定しました

STOP！カスハラ
カスタマーハラスメント対策研修を開催します

土
砂
災
害
想
定
し
、　
官
民
連
携
訓
練「丹波山村らしさ」を考える　

　　　住民参加型ワークショップを開催

　
豪
雨
と
地
震
に
よ
る
土

砂
崩
落
を
想
定
し
た
災
害

対
策
訓
練
が
9
月
3
日
、

警
察
、
消
防
、
地
元
企
業

の
協
力
で
行
わ
れ
、
発
災

時
に
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す

べ
き
役
割
や
連
携
方
法
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
台
風
に
よ
る

豪
雨
の
後
、
山
梨
県
東
部

を
震
源
と
す
る
最
大
震
度

６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、

丹
波
山
村
で
も
震
度
５
弱

を
観
測
。
村
内
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
で
実
施
し
ま
し
た
。
第

１
訓
練
で
は
、
小
川
保
さ

ん
（『
M
a
y
f
l
y
』

i
m
a
g
i
n
g 

s
e
r
v
i
c
e
）
が
ド

ロ
ー
ン
で
上
空
か
ら
現
場

を
偵
察
し
、
発
見
し
た
人

を
消
防
隊
が
救
助
。
第
2

訓
練
で
は
、
三
共
建
設
株

警
察
、
消
防
、
三
共
建
設
に
よ
る
要
救
助
者
の

救
出
訓
練

ドローンによる偵察訓練を行った小川保さん（中央）

救
助
者
の
容
体
確
認
訓
練
を

行
う
消
防
隊
員

指
揮
本
部
で
は
各
部
隊
が
連
携

し
な
が
ら
対
応
を
確
認

式
会
社
が
重

機
で
土
砂
を

撤
去
し
た
後
、

県
警
機
動
隊
、

消
防
隊
に
要

救
助
者
の
捜

索
を
引
き
継

ぎ
、
土
砂
に

埋
も
れ
た
小

屋
の
中
か
ら

取
り
残
さ
れ

た
人
を
救
出
。

呼
吸
と
意
識

ニュースNews
今月の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　カスハラから従業員を守るために、また、自分自身がカスハラに該
当する行為をしないために、カスタマーハラスメントについて、一から
学びませんか？丹波山村人材育成アドバイザーの宮本義信氏を講師に迎
え、研修を開催します。村内で事業を営まれている方をはじめ、どなた
でもご参加いただけます。お気軽にご参加ください。

日時：	①10/26(月 )14：00～15：00
	 ② 10/26(月 )16：00～17：00　
	 ③ 10/27(火 )10：00～11：00　※①～③とも同じ内容
場所：	丹波山村役場２階大会議室
講師：	株式会社ユコラ　宮本義信氏（丹波山村人材育成アドバイザー）
内容：	カスハラとは？
	 正当な苦情との違い
	 カスハラを受けた時の対応　など

ん
（
丹
波
山
村
社
会
福

祉
協
議
会
）、
嶋
﨑
竜
馬

さ
ん
（
丹
波
山
村
学
校
運

営
協
議
会
）、
酒
井
隆
幸

さ
ん
（
株
式
会
社
丹
波
山

倶
楽
部
）、
佐
藤
駿一さ
ん

（
株
式
会
社
T
r
e
e 

L
u
m
b
e
r
）、
白
木

孝
郎
さ
ん
（
三
共
建
設
株

式
会
社
）
が
村
の
代

表
と
し
て
集
ま
り
、

木
下
喜
人
村
長
を
交

え
、
丹
波
山
村
ら
し

さ
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「『
よ
っ
て
か
っ
せ
ぇ
、

く
わ
っ
せ
ぇ
』
の
文

化
が
あ
る
村
」「一人

ひ
と
り
が
挑
戦
で

が
な
い
た
め
ヘ
リ
ポ
ー
ト

へ
搬
送
し
た
と
い
う
流
れ

で
行
い
ま
し
た
。
県
警
航

空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
は

や
て
」
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
、
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
を
含
む

１
０
０
人
以
上
の
住
民
が

見
学
。
訓
練
を
終
え
、
木

下
喜
人
村
長
は
、「
警
察
、

消
防
、
村
内
事
業
者
の
協

力
に
感
謝
す
る
。
実
際
に

訓
練
を
見
て
、
安
心
し
た

人
も
多
い
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
村
全
体
で
防
災
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

き
る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

村
」「
伝
承
と
革
新
の
村
」

「『
お
い
し
い
』
が
あ
ふ

れ
る
村
」
な
ど
の
意
見
が

挙
が
り
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を

整
理
し
、
10
月
16
日
に
山

梨
県
が
開
く
中
間
発
表
会

で
報
告
し
ま
す
。



広報 たばやま　令和 8 年　10 月

集
落
支
援
員

第 197 号（３）

　
丹
波
山
村
は
こ
の
ほ
ど
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
南
関
東
支
社

と
集
落
支
援
員
業
務
の
委
託
契

約
を
締
結
し
、
9
月
1
日
付
で

丹
波
山
郵
便
局
の
落
合
睦
局
長

を
丹
波
山
村
集
落
支
援
員
（
兼

任
型
）
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
地

域
住
民
を
対
象
に
し
た
相
談
会

を
郵
便
局
で
開
く
な
ど
し
、
村

丹
波
山
郵
便
局
長
を
集
落
支
援
員
に
委
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
郵
便
と
連
携
協
定

　

東
急
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ

ゾ
ー
ツ
株
式
会
社
か
ら
丹

波
山
村
保
育
所
へ
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
い

ず
れ
も
「
や
ま
な
し
水
源

村の子どもたち

　
「
丹
波
山
村
ら
し
さ
」

発
見
・
発
信
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
3
～
6
年

生
の
児
童
を
対
象
に
、
丹

波
小
学
校
で
も
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
、「
た
ば
や
ま

丹波小児童も「丹波山村らしさ」考える
ワークショップ

東
急
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
株
式
会
社

か
ら
木
製
玩
具
を
い
た
だ
き
ま
し
た

丹
波
中
学
校

　
　
　
第
58
回
清
流
祭

　
丹
波
中
学
校
で
9
月
12
日
、
第

58
回
清
流
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
年
ご
と
の
発
表
や
、
全
校
音
楽

で
の
合
奏
・
合
唱
、
探
求
部
で
の

活
動
の
成
果
を
披
露
。
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
B
E
S
T
」
の
と
お

り
、
7
人
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
力
を
最
大
限
発
揮
し
ま
し

た
。

・えがおがたくさんある村
・楽しく、やさしい村
・あいさつをしてくれる村
・多くの伝統がある村
・不便なようで不便じゃない村
・貴重な体験ができる村
など

丹波小児童が考える
「丹波山村」とは？

協定締結式に出席した木下村長、落合局長、
田村支社長（左から）＝ 8 月 24 日、丹波山村
役場

林総務大臣（右から 3 人目）と意見
交換する木下村長、守屋議長ら＝ 8 月
21 日、総務省

→
舞
茸
→
軽
ト
ラ
…
」
の

よ
う
に
、
し
り
と
り
を
し

な
が
ら
丹
波
山
村
に
関
係

す
る
言
葉
を
つ
な
ぎ
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。
続

い
て
、一
人
ひ
と
り
が「
丹

波
山
村
は
○
○
な
村
」

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を

考
え
ま
し
た
。

れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も

た
ち
は
さ
っ

そ
く
新
し
い

お
も
ち
ゃ

で
、
木
の
手

触
り
や
、音
、

に
お
い
を
感

じ
な
が
ら
遊

ん
で
い
ま
し

た
。

　

同
社
で

は
、
ホ
テ
ル

の
宿
泊
客
が

と
連
携
し
て
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
郵
便
局
員
の
集
落
支
援
員
へ

の
委
嘱
は
、
山
梨
を
含
む
南
関

東
支
社
管
内
で
は
初
め
て
の
事

例
で
、
全
国
で
14
番
目
。
8
月

24
日
に
は
丹
波
山
村
役
場
で
協

定
締
結
式
が
行
わ
れ
、
木
下
喜

人
村
長
は
、「
隅
々
ま
で
住
民

の
顔
が
見
え
る
郵
便
局
の
特
性

を
生
か
し
、
地
域
の
困
り
ご
と

な
ど
を
共
有
し
て
も
ら
い
、
住

民
に
と
っ
て
幸
せ
な
村
づ
く
り

を
一
緒
に
進
め
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
田
村
浩
紀
支
社
長
は
、

「
郵
便
局
な
ら
で
は
の
視
点
で
、

村
が
掲
げ
る
『
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
村
づ
く
り
』
に
貢
献
し

た
い
。
丹
波
山
村
と
同
じ
よ
う

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
地
域
の

地
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
が
開
発
し
た
お
も

ち
ゃ
3
種
と
テ
ー
ブ
ル
6

つ
で
、
丹
波
山
村
を
含
む

山
梨
県
産
の
木
材
が
使
わ

参
考
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
月
21
日
に
は
、

木
下
喜
人
村
長
、
守
屋
保
志

議
長
が
、「
小
さ
な
村
g 

７

サ
ミ
ッ
ト
」
の
首
長
ら
と
と

も
に
林
芳
正
総
務
大
臣
を
訪

問
し
、
金
融
機
関
の
撤
退
が

相
次
ぐ
過
疎
地
域
で
の
郵
便

局
の
重
要
性
を
訴
え
、
郵
便

局
の
安
定
的
な
存
続
や
地
域

と
の
連
携
促
進
、
ま
た
、
任

意
団
体
等
が
口
座
開
設
す
る

際
の
手
続
き
の
簡
易
化
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
を
使
用
し

な
か
っ
た
際
に
「
グ
リ
ー

ン
コ
イ
ン
」
を
フ
ロ
ン
ト

に
提
出
し
、
そ
の
相
当
額

を
公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
を
通
じ
て
森
林
・
緑
化

活
動
に
充
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
社
の
従
業
員
に

よ
る
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
、
こ
れ
ま

で
30
回
以
上

続
い
て
い
ま

す
。

　
9
月
1
日

に
行
わ
れ
た

寄
贈
式
に

は
、
同
社
の

西
野
知
夫
常

務
執
行
役

員
、
オ
イ
ス

カ
山
梨
県
支

部
の
田
中
美

津
江
会
長
ら
が
出
席
。
西

野
常
務
執
行
役
員
は
、「
デ

ジ
タ
ル
の
お
も
ち
ゃ
も
た

く
さ
ん
あ
る
中
で
、
木
の

お
も
ち
ゃ
は
子
ど
も
た
ち

の
想
像
力
を
育
ん
で
く
れ

る
。
約
20
年
に
わ
た
る

丹
波
山
村
と
の
交
流
は
、

我
々
の
財
産
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

地
域
未
来
を
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
「
人
口

5
0
0
人
の
村
か
ら
考

え
る
地
域
の
未
来
―
小

さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
目

指
す
関
係
人
口
と
の
共

創
の
形
―
」
を
8
月
23

日
に
S
H
I
B
U
Y
A 

Q
W
S
で
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
木
下
喜
人
村
長

と
、
村
の
D
X
ア
ド
バ

地方創生
「
関
係
人
口
と
の
共
創
」

　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
に
渋
谷
で
対
談

イ
ザ
ー
で
、
全
国
各
地
で

関
係
人
口
経
営
の
実
践
に

取
り
組
む
青
山
達
哉
氏
が

対
談
。
人
口
約
5
0
0

人
の
丹
波
山
村
で
、
地
域

と
継
続
的
に
関
わ
る
「
関

係
人
口
」
と
と
も
に
未
来

を
築
い
て
い
く
た
め
の
地

域
側
の
考
え
方
や
、
小
さ

な
村
だ
か
ら
こ
そ
実
践
で

き
る
地
域
経
営
の
取
組
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
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…………………………………………
10 月 6 日に「ふれあい昼食会」
…………………………………………
食生活改善推進員会では、奥秋地区
の 65 歳以上の方を対象に「ふれあい
昼食会」を 10 月 6 日 ( 火 ) 午前 11
時 30 分から奥秋集会所で開きます。
参加を希望する方は、10 月 2 日 ( 金 )
までにご連絡ください。当日参加でき
ない 70 歳以上の方には、配食があり
ます。

【申込先】
社会福祉協議会 TEL：0428-88-0480
…………………………………………
振り込め詐欺防止・交通安全講演
会を開催
…………………………………………
地域包括支援センターでは、10 月 27
日 ( 火 ) 午前 10 時から11 時まで、社
会福祉協議会 2 階集会室で、丹波駐
在所の渡邉大暉巡査長による高齢者
向けの「振り込め詐欺防止・交通安全
講演会」を開きます。参加を希望され
る方は、10 月 19 日 ( 月 ) までに、送
迎の希望の有無と併せてご連絡くださ
い。

【申込先】
社会福祉協議会 TEL：0428-88-0480
…………………………………………
がん検診 愛する家族への 贈り物
…………………………………………
10 月は、「がん検診受診率向上に向け
た集中キャンペーン月間」です。がん
は日本国内の死因第１位です。がんに
よる死亡を減らすには、早期発見・早

期治療が重要です。丹波山村では、住
民健診と同日に胃がん・大腸がん・肺
がん・乳がんの検診が受けられます。
定期的に検診を受けましょう。
…………………………………………
10 月 17 日に「労働相談会」
…………………………………………
山梨県労働委員会委員では、10 月
17 日 ( 土 ) 午前 10 時から正午まで
と、午後1 時から午後 3 時まで、山
梨県立図書館交流ルームで、労働問題
に関する相談会を開きます。退職や賃
金、勤務条件の切り下げ、解雇・雇止・
派遣切など安易な雇用調整、パワハラ
等、職場のトラブル解決に向けた相談
に、豊富な知識と経験のある弁護士・
労働組合役員・会社役員などが応じま
す。相談は無料。10 月 9 日 ( 金 ) 午
後５時までに予約が必要です。

【問い合わせ先】山梨県労働委員会事
務局 TEL：055-223-1827
…………………………………………
住民税非課税世帯へＬＰガス支援金
…………………………………………
山梨県では、ＬＰガス（プロパンガス）
料金の高騰による負担を軽減するた
め、ＬＰガスを使用している住民税非
課税世帯へ、１世帯当たり10,000 円
の支援金を給付します。申請期限は、
１２月２８日 ( 月 ) まで。QR コードか
ら申請フォームを通じて申請するか、
郵送で受け付けます。申請書は、住民
生活課でもお渡しできます。

【問い合わせ先】
山梨県 LP ガス支援金
給付事業事務局
TEL：055-242-8491

お知らせ
Information

カレンダー
ゴミ分別収集日程表10月

日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 1 2

・カルチャークラブ

3

・村民体育祭

4 5 6

・鴨沢出張診療所
   診察日
・ふれあい昼食会

7 8

・心配ごと相談

9

・カルチャークラブ

10

11 12
スポーツの日

13 14

・タバスキー
  スポーツクラブ

15 16

・カルチャークラブ

17

・環境美化清掃

18 19 20

・行政相談

21 22 23

・カルチャークラブ
・丹菅音楽祭

24

・マキタスポーツの
  NEO 無尽 in 丹波
  山村

25 26 27

・振り込め詐欺
   防止・交通安全
   講演会

28

・タバスキー
  スポーツクラブ

29 30

・カルチャークラ
・出張移住相談会

31

一年中手に入る「しいたけ」ですが、旬は 3 ～ 5
月と 9 ～11月です。肉厚で傘が開ききっておらず、
傘の内側が純白なものが、鮮度が良いといわれて
います。秋のしいたけは、香りが高く、生しいたけは、低カロリーで栄養が
豊富です。

しいたけステーキ

作り方
① 生しいたけは石づきを取り、傘の部分にバツ（×）印の切り込みを入れる。
② 温めたフライパンにバターを入れ、しいたけの両面を焼き、塩・こしょう 
　で味を調える。
③ ②を皿に盛りつけ、お好みでポン酢をつけて食べる。

食育ひろば

第 197 号

【場所】	丹波山村役場２階大会議室
【時間】午後 3 時～ 5 時
【内容】	 
  2 日	㈮	 囲碁・将棋・健康麻雀
  9 日	㈮	 ストレッチ教室 ※（午後 3 時から）
		  ／ LEGO®（午後 4 時から）
16 日	㈮	 塗り絵・スケッチ
23 日	㈮	 手芸・編み物
30 日	㈮	 読書の会

※小学生以下のお子さまが参加される場合は、ぜひ保護者の方もご参加ください。
※手芸、編み物は材料をご持参ください。

※ストレッチ教室
元サッカーコーチで、地域おこし協力隊の佐藤啓人さんが教えるストレッチ教室です。子ど
もからご高齢の方まで、どなたでも無理なく取り組める内容です。動きやすい服装でお越
しください。

入退室自由・
村民なら誰でも参加 OK！

カルチ
ャークラブ 小学生向け手芸

『ハギレで作る
 キャンディバック』
仕上がりサイズ：タテ 14cm ×
ヨコ 14cm

【持ち物】◎柄の上下がない布：
タテ 31cm ×ヨコ 15cm　1 枚　
◎持ち手用のリボン：24cm
※材料は
各自持 参
してく だ
さい。

【問い合わせ先】教育委員会 0428-88-0211
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